
５，このままでは、ボルネオのジャングルがなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『WWF Germany. 2007. 'Borneo Maps'』より 

ボルネオ全体の緑が、２０２０年にはかなりの部分のジャングルがなくなります。生き物たち

は、どこに行けば良いのでしょうか？ 

 
 横塚眞己人著『ゾウの森とポテトチップス』(そうえん社)より  

この本は、夏の全国課題図書（中学年向き）にも、なりました。「まぼろしのゾウ」と言

われ、奥深いジャングルにいたゾウもすみかを追われ、パームヤシ農園の人々とのトラブル

が絶えません。ひどい場合は、毒殺されています。子ども達と、考えてみるのに良い作品で

す。各学校の図書室にもあります。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1501068614/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5vb2NpdGllcy5vcmcvYXNpYS95dWNvX21hL3JhaW5mb3Jlc3QvZGVmb3Jlc3RhdGlvbl9ib3JuZW8uanBn/RS=^ADBGe8UuXnwTbgNsNVJ_7Yjgdk5N80-;_ylt=A2RiouTFK3dZu14AGy2U3uV7


 

６，世界の NPO・NGO もジャングルを守る活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そこで、出会った少年はとてもよく世界のことを考えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

2015 年時 植林の様子                 2017 年の状態 

 

 横塚眞己人著『ゾウの森とポテトチップス』(そうえん社)より 

 

 WWF（世界の１００以上の国で活動

している環境保護団体）や BCTJ（ボル

ネオ保全トラスト・ジャパン）などの日

本の NGO も、ボルネオのジャングルを

残し、動物たちのすみかを作ろうとして

います。左の地図は、ボルネオの川沿い

の土地を、動物達のために残す活動をし

ている場所です。土地を買って、そこに、

木を植えています。川沿いに、緑の回廊

を作ろうとしています。そうすれば、動

物たちも、生き延びるチャンスが増えま

すから。 

筆者も、植林をしました。（２０１５年） 

今年、見に行くと４㍍の木に成長していました。熱帯雨林の成長は、とても早いです。 



 

 

次の感想文は、BCTJ 主催のスタデイツアーに一緒に行った６年生の子が、「ゾウの森とポテトチップス」を読

んでの感想文です。（現在中学２年生が、当時４年生で書いた作文） 「第５９回青少年読書感想文全国コンクー

ル入選作品」です。彼は、「ゾウの森とポテトチップス」を読んでボルネオに行きたいとボルネオスタデイツアー

に参加しました。 
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